
間違ポスターコンクール

国連協会平塚支部 f支部長加藤市

長・会員900名 ・ 市 民 課内〉が、間

違加盟10悶控とユネス コ創立20周年

を記念して募集した立国選ポスターは

市内 5絞から合計 190点例年をよま

わる応募があり、洋画家本主主主当氏の

審査を受けました。応募校では昨年

学校震を受けた崇著書fわがいちばん多

く87点、毎年熱心にf乍品を寄せる寓

士見小が70点、花水小 が21点 、 城 島

fわから 7点、高浜高俊から 4点で、

とのなかから支部入選併点、県コン

クーノレ出品作Jr点が選ばれました。

支部代表作次のとおり。(敬祢賂〉

1年・やすだともかず(花水小〉

2 ・さとうともと ca水小〉

2年・ふかつやすゆき f富士見J

3年，杉山安洋 f崇欝/j"¥)

，猪股久美 〈崇警小〉

4年‘問中耕太郎 f崇醤'J，)
5年・

'・
告年・

-福島明昌1)
(崇欝小〉

軍事授・沢野みつ子、

野J己啓子、氏原資正草

子、榎本せつ子(以

上高浜高校〉、福島

常飛〈域itヱ高〉。

力強く行進する世界各包のこどもたちの足iこ、世界平和へのこどもらしい額いを託しで 小学校

4年金の部で支部入選、楽コンケーJ!"へ出品がきまった崇善小学校E話中耕太郎君〔内内〉の作品。

盟主主査中心に地球を措いたよiこ、怨み紙を使って 3紛の足をデザイン、世界平和と鼠逮デー1君月24

Eの文字を入れてあ臼、{まU絵の効巣がみごとにいかされている。

巡

第
三
次
広
務
パ
ト
ロ

i
ん

堅
一
一
次
広
癒
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
九
月
二
百
字
は
じ

一
め
に
見
附
台
広
場
・
錦
町
公
開
幽
な
ど
宅
蕃
地
同
を
洲
一

島
、
ま
ち
か
ま
え
た
主
婦
た
ち
か
ら
十
一
件
の
建
議

一
を
吉
宮
ま
し
た
。
こ
の
日
寄
せ
ら
れ
た
声
尺
区
嗣

一
重
量
く
す
る
で
ほ
し
い
と
い

5
も
の
が
多
一

…
く
、
す
べ
て
記
録
に
と
っ
て
、
関
係
認
へ
ま
わ
し
ま
一

ト
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
交
書
課
長
・
広
報
係
長
一

一
-
市
町
民
相
談
河
内
員
の
ほ
か
五
人
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
が
一

一
参
加
、
広
報
車
の
周
囲
に
融
の
こ
も
っ
た
応
待
が
統
{

一
宮
ま
し
た
。
広
藤
パ
ト
ロ
ー
ル
ム
「
後
の
パ
一
回
目
穫
は

一
次
の
と
お
り
で
す
。

一
門
パ
ト
ロ
ー
ル
思
議
一
日
マ
九
月
十
六
日
花
水
地
区

マ
九
月
一
一

T
二
日
松
原
地
以
、
マ
九
百
一
一
十
円
「
芯

地
~
円
、
マ
十
月
七
日
大
野
東
部
地
川
目
、
マ
十
日

J

十

四
日
マ
ズ
野
掴
部
地
一
一
戸
、
マ
十
月
二
十
一

R
蹴
盟
国
地

反
、
マ
十
戸
二
十
八
日
神
白
地
υ
目
、
マ
十
一
月
四
一

白
城
島
地
点
、
マ
十
一
月
十
一
日
岡
崎
地
昨
日
、

マ
十
一
戸
十
八
日
金
白
地
皮
、
マ
十
一
戸
二
十
五

日
金
自
帥
パ
〆
、
マ
十
二
月
二
日
沼
担
町
民

マ
十
二
月
九
臼
工
町
民
地

x
。

主婦たちの声はみじかな問題が多い。援護地区をまわる広軍事ノぐト口一Jレ

25;主 主計Eき323S5PS533主義255g時長男55Z白書25-22理詰 4 入孫2ともに明るく生ぎる

重量説話ii露出主義主主主主巴22日持22152持22235222宗塁手i 梅田コウさん
しお 、喜善ずはん畿の iζ オ く 頭 、 品 前 年 ら さ 年 わ 当 い が題意つ発五?れまで怨向先人、[コ川阿る傾れこ| … 

売皇官雪季語昌需室 E史定語会言語Eh室ま長官令長…:際綴綴織線機綴織"重量富手五524ぞEEL 一一…一 一

51詰51522市 25T言明日議響機撃:雪量225芸市出器52222i抗
早 計三はつ酪あこ残 たど苦車当ド白雲人が孫 議議鹸織奪襲警:学二賀時家六日刊を婦が閣にが地ね意国間と日

日zdiisiifiijiiif;Mii饗場舞鶴jiii時間isii完封書申立
lト=昼 間宮島手誇君主雲豆急皇宮足芸旨:襲撃欝襲撃襲警 ;22毎時訪問雪咋定要時語士事ぺ芝需宅皇告

~ I轟ziiiiiiiiiiiiiiiiF噂噂軒iiiilii目立ii;ii!21ii?i盤監警護軍会開かのしと器持冥設問 ;一梅酒ヨウ<'!Iv三:午日時皇品毛宗主 μ 雲鼻持霊長季語語。!監藍日空棄をzd主芸品審をれは身すのつ理問い青んや子かいつ孫』刊に怠奇襲続時、をめ女ま防護品

川!壁十;iii;!iiiH;iiiiij1i151jEiiZ5ijj己記liiii詩
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品や

の

(2) 第 179号

げ

る

ぞ

く

ぞ

く

十
り

よ

い

青

少

年

に

市

長

表

彰

衝が

襲享毒
り三市
締件安
りも全
をめ擦
はむ議

話金受
まが会

長tz
菜室
め)
、と

皇毒
雪襲
訴審
ffャ〈了

君民
需語と

民
主要
v自

害撃

に舎
と者

と議

長
一交
R i車
か事
ら故

沼和 41年事 fl15 B 

と、母
や
た
す
け
、
自
ら
も
新
閣
駅
出
場
わ
も

し
て
4そ
の
収
入
を
川
金
し
、
学
用
品

代
な
ど
に
あ
て
て
き
た
。
学
校
で
も

中
学
生
ら
し
く
夜
お
そ
く
ま
で
勉
強

に
い
そ
し
ん
で
い
る
。
父
親
の
か
わ

り
に
な
っ
て
一
裂
を
ざ
さ
え
よ
う
と

し
て
い
る
伎
の
姿
を
挺
縛
す
る
。

(
民
生
芸
員
街
橋
み
ゆ
吉
さ
ん
、
浜

岳
中
学
校
長
編
決
誠
一
氏
推
薦
)
。
一
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EE露五台合義主き 2奪空き主主喜三塁尾ちぎ起き
E韮風が ICろ保に t己1:.3"レつ c_U) t乙(¥.... .Q "i.f.: C 世コドモ

君字二重警警三変喜義て主主主皇R4雪去さ宅島 S
Z主主草寺 E℃ま言 零議長う語長差会事支主主之量
制 qlるい、国せ e もの 5亡を任寄しに f っく ぴたミ苦ら民し「引

地 老県て潤つ向朴りおをりあ詩書j敬て「 、め 人 れ の て 敬 九

を てう可人主 Fこさ 14H問問雪山重苦h 君 EX
撃目撃告が喜、与は畿にうて富山プ?ー 制翠叫た日ト
民 主ポ受 R4合 主奇雪言語与笠宮 25Z苔E れ 志君受変量 E暴

伊野碍空襲 畿二子1γ:品鞘 日ぉ持器室襲
数理事一… 一( 謡嫌襲堅手翠甥盤底L~離略灘:;:: b... ぺ元年るり山しに
努柿二世 r一番公は 蟻護憲ゑ謹織機線機韓三家基襲警亀 J嘉霊長 L':... :ti:気寄ょが必だも
主5去といド橋 ε麗所小 諸際、'~響機;も濠遺書際密と← きで更 5 、にし増

日間同日×鞄:二轍三笠京襲幹事量425主産主主

宅露語更長吉柔空 :三どさ三三三髭己主留重要喜告主旨者支
た'-.../.QU回東怒り坂 鐙畿機鋒欝議緩繁繁繁幾絞殺学二議議 斗九 宅斤 5 ペJ壱なだィド褐

4え毒富毛主富恵 寝 静 斡 欝 欝 麓 議 議 議 堅 議 立 ノ 与事 421雪 喜 重
けの~にな生杉 ふ、1 堵瀦纏援緩緩幾畿繁繁議ιら曙翻一~ るおず は Y.::世怨
~2耳出石、つへLlJ 句 d湿襲鱗鎗議機数Jヲヲー o ~ま いおの策

も棺倒のざる命長者 J 灘輯欝家警総主義?→損更を中 の書事別
て示談みたん 。ぎので 一~器量宵欝議畿一一 轟綴滋議事選麓おlA 導正はて官 民 f習を実
用 tこどめが本すも挺あ 滋品轟彊輔欝麓 喝ム?華麗議事霊童型軽舗 やりじ;l';生 tこ t;;
撃のとに、市た n る 錦織込品購縁類縁制緩鱒醐審議審判訪 援でめ活(斗読 4

市 つ油、各で方に。尊知=議麟異議離之容 さ 翠喜正義量霊長2
量五号車産百、りうルケ議離島譲麟よ，るくを ) い i J ' t ;

222之53誤差よ轟輯麟欝襲 2、 iiZ警言。ii
D 、のつ議各三 g 員 轟鍔轟襲義務饗瀦灘瞳鐙纏聾聾畿欝畿畿聾鰭量 λ) 4 問 、者す 、 とレ

間たたなの年かは ムム援護ぞ喝媛灘趨額郵躍鄭磁綴緩l.l頚 のキ自がる市 にん
ま題め白人黍ぜら 、 滋憲議轟::J鷲韻語欝溜怒器援懇欝綴総額 F 雲監談自フヲ民 ρ で
つ を に 、 達 員 あ 伝 市 常瞳鶴翻院選務翻露盤輯欝聾聾轟灘 杓 伎 や 立 々 の f踏吊

君主「在三袖 享E27噂欝盟F轟麗騨爪管室え主主毛主を
銃古主私。次ケ ると 輪時鱒験勉句輔醐輔務襲~，磁欝績磁車問 、ιノ そりし倍つら持人
弾いは り浜 おで 軸緩磯総ぷ岨献濁磁甑顕趨翻炉功一世 、聞か Cけれち芭

定覇支 き産× RJ轟轟プ議F 冊一J 三ド基 喜 左 雪 長 義 22
め十で 世の がこ 欝摂顎務務務機輯嘩務摂伊一?しぺ … 唱 がながうぽを事か
よ八あ 感ざ すとき遜義霊童話じア 勺ι ゑ<rrr 回翠1'0とね、をぬ
罷年目 想輔 るに罷瀞を日三隣室言議誉議主る位、お罫み、意
丘地宇 奈量 。守鞍伊三略委総三豆諸 I1州五動品号れ IC々話

芸τ五 害支 五議よ7議議機鱗鰯 ぞまきさき 3長誌
にーれ bかの いれないと吉け下

れとのこ主主 にのれがど す皇室の佑まお酉E諸島あ度ガた Dいに十)!j:そ

( 己主ミ与量霊主書 言語言語 J足長票差主主重量皇室毒 24皇 室 年 長 な

市悪芝;霊尊重妥tgzz霊童鼠主立襲撃丈 3堅Jさ5-宝4雪毎号民義主
EULL RK護婦 J腎~よ玉三系 1PEgz モム柔守 qt: 叱室長 P へ J 二君主家主
一議、句会~t_:r愛話E予選定言語妄笥さ乞争説話414量生手妥怒ら d'~言語海 1?E豆

加九ら今部はは「てのになこんのま震とにし r 今分毎転向ついほにり続間
接・て後錦、いヰメで、金とか申。葉ぜもま彦三 tこでがにんのた街戦愛、け、
五いも装道えふあ私 F 告らに ~I'こ、いすの感はり都だ私柑つ後住二ま木

芸V る力す路な喜るはの出二、 か切つが護報転つ市こはいくゼし十し選
。をるとい装。とか機道関 えにそ、屡レぶば言十と 、ガりもて六た不

都 入こ名」の くなさ臣室の ま希う立はで心主主臨も 幾タのあま年。幸

カ〉

…と山
川代山

…地…

川

m
w
M

はわo 

八
吉

小
企
業

の

別
償
却

経
済
部
路
工
諜
は
「
昨
年
十
月
か
ら
、
市
役
所
支
扱
か
5
に
と
に
な
っ
た
中
小
企
業
合
理
化

機
械
の
特
別
h
却
制
度
は
、
約
十
か
叶
騎
に
十
五
社
か
ら
対
象
金
額
八
千
百
悶
十
万
円
の
申

盟
問
が
あ
担
、
い
ず
れ
も
購
入
金
銭
の
一
一
一
分
の
一
相
当
の
特
別
悩
認
が
認
め
ら
れ
た
」
と
発
表

し
ま
し
た
。

喜寿の語諜ぐる

(1)安全運転向励行徹底

(2)管理者に対する安全教育の徹底

業構争率 芸家前安全協議会



一
日
午
前
五
持

続
の
防
災
渓
習

消
防
車
一
一
十
台
を
動
員

，
関
東
南
部
に
火
地
媛
、
見
附
台

体
首
舘
付
近
か
ら
中
地
方
事
務
所
袋

一
帯
に
か
け
一
て
、
何
時
に
、
多
数
の

火
災
が
発
生
し
た
e
i
防
火
の
門
口
九

月
一
日
の
午
前
五
時
、
消
防
本
部
は

全
消
防
毘
と
拘
防
車
二
十
台
な
動
員

禽
患
っ
ど
災
襲
撃
部
え
こ
れ
ら
は
、
平
塚
市
防
災
体
制
テ
レ
ピ
や
ラ
ジ
オ
の
台
風
間
報
量
ツ
で
か
ん
つ
め
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
選
函
や
旅
行
は
箆
合
わ
せ
る
の
が
絞
ま
だ
一
位
し
ず
ま
る
新
宿
両
署
長

市
は
、
台
風
の
襲
来
の
つ
ど
市
役
の
中
心
を
な
す
も
の
で
す
が
、
市
民
い
ず
ム
捕
え
る
と
と
が
大
切
で
す
。
ド
食
品
な
ど
の
非
常
食
苧
あ
る
程
度
明
。
ま
た
、
方
一
そ
ぎ
ん
で
、
ふ
だ
の
防
災
癌
患
と
展
開
し
ま
し
た
。

所
に
災
害
対
策
本
部
を
設
け
二
号
が
よ
り
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
ラ
マ
や
ス
ポ
ー
ツ
番
翻
に
気
を
取
る
の
欽
籾
水
な
ど
接
伝
限
用
意
す
A

宮
ん
か
ら
避
響
場
所
を
心
が
け
て
お
古
現
場
に
活
越
す
る
無
線
雲
市
一
君

。
一
一
号
・
一
一
一
号
の
一
一
一
段
階
で
職
員
に
は
、

ζ
れ
に
市
患
の
一
自
衛
手
段
も
加
れ
て
ひ
ど
い
め
に
あ
り
た
と
い
う
突
で
す
し
、
資
重
品
な
ど
た
い
せ
つ
な
た
い
も
の
で
す
。
近
所
の
公
園
と
か
指
揮
で
、
消
妨
容
の
各
部
隊
か
ら
出

動
員
命
令
出
品
し
二
一
一
号
爵
漏
で
は
わ
る
必
褒
が
あ
り
設
す
。
え
な
い
諮
も
串
立
西
衡
の
第
一
は
も
の
は
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
お
き
た
広
場
と
か
大
古
志
建
物
な
ど
安
全
な
動
を
開
始
、
救
助
隊
・
紋
急
隊
・
各

全
職
員
を
対
策
本
部
の
も
と
に
お
い

i
z
-
-
1
1
・4zi--3
，
u

台
風
間
報
を
筒
く
と
と
、
と
い
え
ま
い
も
の
で
す
L
8

場
を
間
部
族
と
一
危
し
か
む
あ
唱
で
お
く
消
防
団
と
次
々
に
出
動
、
延
焼
拡
大

て
一
、
防
災
と
救
難
に
あ
た
る
こ
と
に
…
出
回
衡
の
第
一
は
台
風
情
報
い
し
よ
う
o

・e
・-z-zi----Eli--i--

ベ
曹
で
す
。
市
が
持
難
場
所
と
し
て
す
る
火
勢
に
後
混
じ
な
が
ら
も
、
援

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
水
訪
問
台
風
情
報
は
、
市
の
災
害
対
策
本
台
風
が
く
れ
ば
静
電
、
び
ど
く
な
…
擦
の
笠
わ
り
の
点
検
と
補
強
指
定
し
か
山
三
所
は
次
の
と
お
り
ぜ
ず
が
後
に
繍
員
一
一
一
十
二

M
の
海
岸
南
伸
緩

や
消
防
関
を
は
じ
め
、
普
察
署
・
電
叩
掛
か
ら
も
広
報
平
水
訪
問
攻
ど
を
遜
れ
ば
山
田
水
や
夜
通
機
弱
の
ス
ト
ヲ
プ
台
風
の
進
路
に
よ
っ
て
は
、
援
の
こ
の
ほ
か
に
も
、
て
じ
か
で
安
全
友
(
中
央
通
り
)
に
最
後
の
防
ぎ
よ
線

気
・
水
道
・
ガ
ス
・
箆
濁
な
ど
の
諮
り
T
品
開
し
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
な
ど
孤
立
状
態
は
当
然
予
想
き
れ
る
ま
わ
り
を
点
検
し
、
震
根
や
雨
戸
・
場
所
は
ほ
う
ほ
5
に
あ
る
は
ず
で
す
を
し
宮
、
よ
う
や
く
し
ら
み
か
け
た

豊
島
じ
体
制
を
と
り
ぷ
互
に
も
新
号
ラ
ジ
オ
@
テ
レ
ピ
に
き
と
こ
ろ
で
す
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
へ
い
な
ど
の
補
警
す
る
ほ
川

A

詐
佐
佐
門
即
時
叫
援
に
い
っ
せ
い
放
水
を
一
付
た
っ
て
、

連
絡
を
と
り
合
っ
玄
欝
問
を
強
め
ま
の
が
い
ち
ば
ん
皐
く
確
実
。
よ
く
、
ジ
オ
・
懐
中
腎
灯
・
口
1
ソ

ク

・

マ

気

の

屋

外

記

輯

も

し

ら

べ

て

弓

¥

そ

の

力

の

ほ

ど

を

た

串

し

ま

し

た

。

(4) 

薦入111東岸についた城山ダム
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一一

大
雪
志
台
風
は
九
時
け
に
や
っ
て
く

る
。
一
一
一
士
一
一
年
の
狩
野
川
台
民
ι
一ニ

十
四
年
の
伊
勢
潟
台
風
、
一
一
一
十
六
年

の
鰐
ご
寝
中
円
台
風
も
九
月
だ
ゥ
た
し

一
一
一
十
九
年
九
月
に
は
、
九
州
'
四
倍

.
湾
設
・
北
静
馬
仏
大
裂
台
風
が
議
製

し
て
い
ま
す
。
平
塚
市
は
県
下
第
一

の
担
相
模
川
平
、
丹
深
山
系
の
水
を
あ

つ
め
る
活
水
山
川
な
ど
を
容
し
て
お
む

さ
き
の
四
号
台
風
で
晶
、
金
同
岡
山
の

土
砂
4
ず
れ
な
ど
が
報
告
さ

れ
農
作
物
に
も
被
害
が
で
た
り
し
ま

し
た
e

九
月
中
下
閣
は
本
格
的
な
台

間
風
シ
ー
ズ
ン
、
ま
だ
い
く
つ
か
の
台

風
が
必
ず
や
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
も
し
、
大
裂
台
風
が
ま
と
も

に
相
模
団
聞
を
謡
え
ば
、
災
轡
の
お
そ

れ
は
や
は
り
は
か
D
し
れ
な
い
も
の

が
あ
D
ま
す
。

沼和41若手百月 15日

/
込
み
線
が
強
風
で
シ
ョ
ー
ト
す

る
こ
と
な
ど
な
い
か
、
ま
ず
注
意
す

ペ
曹
乙
と
で
す
。
自
宅
付
近
の
排
水

溝
も
さ
ら
っ
て
水
は
け
を
よ
く
し
て

お
く
こ
と
、
橋
一
戸
が
吹
意
飛
ば
さ
れ

そ
う
に
な
っ
た
と
宮
の
補
強
用
の
材

棋
を
用
怠
し
て
お
く
と
と
、
広
告
と

か
者
援
と
か
伺
突
な
ど
飛
ば
さ
れ
そ

5
な
も
の
は
し
ま
い
込
む
か
補
強
し

て
お
く
と
と
な
ど
も
欠
か
せ
な
い
こ

と
ぜ
す
。

い
ざ
む
い
う
と
宮
の
避
難
場
所
日

台
風
が
く
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら

同
一
可
警
小
学
校
、
見
附
合
体
育
館
、

市
山
田
セ
ン
タ
ー
、
先
月
寺
、
暗
雲

寺
、
山
伊
世
間
公
民
館
。
す
信
士
見
地

忍
a

春

R
野
中
学
校
、
富
士
見
小

学
校
、
富
↓
し
由
同
公
民
館
、
阿
弥
陀

寺
、
要
法
寺
、
定
穂
市
得
。
軍
箔
水
地

区
'
訳
斤
戸
中
学
校
、
花
水
小
学
校
、

花
水
公
民
館
。
軍
港
地
一
区
・
太
洋

中
学
授
、
港
小
学
校
、
祭
邸
周
公
民

館
菅
松
辰
地
区
・
松
原
小
学
校
、

松
原
公
民
館
ι
一
閥
均
寺
。
智
大
野

地
誌
・
大
野
中
学
校
、
大
野
小
学

校
中
原
小
学
佼
、
大
野
公
民
館
、

南
原
公
民
館
、
中
間
附
公
民
館
i

長

善
寺
、
普
餓
帯
。
軍
豊
田
地
区
・

曲
盟
国
小
学
校
、
開
盟
国
公
妥
結
~
八

開
神
社
、
宗
円
寺
、
稽
雲
帯
。
軍
神

毘
地
底
・
神
医
中
学
校
、
神
田
小

学
校
、
神
田
公
認
飽
、
神
田
寺
、
真

芳
寺
、
大
神
神
社
。
曹
城
島
地
区

御
城
島
小
学
校
、
十
輪
寺
、
戸
山

寺
、
浄
心
寺
、
島
民
総
神
社
。
曹
関

問
問
地
区
a

問
削
崎
小
学
校
、
岡
崎
公

民
館
、
臼
枝
神
社
、
金
制
頂
寺
。

智
金
白
地
底
・
金
出
小
学
校
、
金

函
公
民
館
、
帯
償
寺
、
吉
禅
専

曹
金
日
同
地
区
'
金
百
小
学
絞
、
片

閉
山
神
枝
、
天
徳
寺
、
真
田
神
社
、

不
動
院
。
軍
土
沢
地
ぽ
・
土
山
山
中

学
校
、
土
屋
小
学
絞
、
吉
沢
小
学

校
、
妙
円
寺
、
妙
覚
寺
。
菅
沼
地

区
袋
一
地
小
学
校
、
旭
公
民
館
、
窓

球
続
、
竜
福
院

国連協会平塚支部主催

事務烏民生部市民課内

定 ω17ω 内線 221 (平塚市美化運動爽施本部)



校プて
に 年
坊主主
~-

55 
i七
奇十

護会
支立
号手
い す

五、 i主
が喜重

総 み
入 の

手警

告議
でト
もラ
平ツ
ま:占ア
の で
学 選
校[~
カマ才1

じ子世
め内
てみ

プて
の

蓮

時

スチーノレ製の
スクーjいデスク

一
一
学
問
明
か
ら
、
一
千
八
百
七
十
人
に
、
ス
チ
ー
ル
製
可
協
式

の
杭
と
い
す
が
わ
た
り
ま
レ
た
。
説
や
川
町
閣
に
合
わ
せ
て
、
文
部
恒
の
規
市
に

準
じ
抗
は
一
一
一
セ
ン
チ
、
い
ず
は
二
セ
ン
チ
づ
っ
七
段
同
に
よ
下
C
き
る
も

ωで
、
今
年
度
五

百
八
十
五
万
円
安

URbτ
つ
く
っ
た
も
り
。
教
青
議
員
会
で
は
今
後
、
思
決
八
日
出
小
中
学
u
p
一エに

ゆ
き
わ
た
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(上〕 トラックから体育箆iこおろされた机といすは

新学撤去まえに、みんなでお教室主へはこんだ 汗が

ひたいににじむの古え心よい。(右〉あたらしい抗

といすl立、身長に応bてよ下でき、由ったりとした

気分!こしてくれる。 代、ずれも崇替小で〉



(6 ) 

塚

駅

に

悶
/
き
れ
い
な
虫
求
め
て

叱霊草そ警是正 RZ芸聖児宅毒装と重孝建警ャ

き?書長室言語22FEZiE31;fii 
包25計22dd?l長豊竺2間宮

が出~終
らや損 D

少年が深入りするまえに 空襲器 4
利談 る諜と本

塁実 断ち切りたい笈休みの惰性 J警暴君
布市 学あ姿
す役 !J少を

時計詰皇室322EZき時間番号事Ei 
膏た年のご方 i1>い 、 手 。 を ま ち 務 保 つ えど件良ペとど

義守雪見容説書害時P長:4255喜左
! の相吉りし傑憾るひやま D 、い気ブた銭係あのく

のを品表ノ
楢 市 ど に 治 す ど
費経し関震るち

毒事 tZ義主長
雪聖書語護軍選
き警き毒事ぞ量
章受章詰芝民主
曜とめなめずと
1じの。どに 申

市五島商五

第 179号

話
/ 

務

窓

間

部

で

も

検

ぐ第3種郵便物富軍吉T)

神
奈
川
県
県
民
課
で
、
消
費
者
保
護
一

ζ
の
椙
談
所
は
、
日
常
体
起
に
使
わ
一
の
で
、
書
留
・
笥
議
e

口
頭
い
ず
れ
の
一

を
ね
ら
い
と
し
た
硝
讃
生
活
苦
構
内
相
談
一
れ
で
い
る
鶴
田
国
の
自
由
貿
・
袋
戸
市
・
縮
機
一
方
仲
間
で
訴
え
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
一

望
先
月
一
円
か
ら
尉
畿
、
中
川
地
方
事
一
毒
菌
・
価
格
・
安
全
性
や
衛
生
屈
の
一
い
ま
す
。
聾
福
岡
は
ふ
つ
う
一
か
同
内
外
一

務
所
総
務
課
に
も
そ
の
容
が
設
け
ら
一

tあ
し
a

サ
ー
ビ
ス
な
ど
消
費
者
の
干
処
理
き
れ
る
と
い
わ
れ
、
本
人
あ
て
一

れ
ま
し
た
。
一
よ
ろ
ず
苦
情
高
島
町
宜
け
付
け
解
決
す
る
も
回
答
が
く
る
ほ
か
、
一
一
一
か
同
に
い

¥
L
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

血

中学生主の世話みをきく牧野補導員 青少年相談室で



第 17宮号

10月 7B10~11時 北金白星聾協倉重量

7 B1130~15時金自観音前
グ 7 BIO~12昨中庶子分青年会館
グ 7 日 13~15時土沢農協前

10月 llB lO~12時宮沢小学校

グ 111ヨ13.-..115時旭犬訓省所

グ 11 臼 10~LB待大久保公箇内

10月12B10九時間原公民館

グ 12B13~15時消防3 分間庁舎

1I 12日10.-.;lj時 il!l 公民館

10月初日1O~1と時消防 1 分回庁舎

ff 13呂1(:，-...;15時富士見公民館

10月14日10，-，...15時 長主義公民館

グ 14 臼lO~E時梢訪5分間庁舎

花水会館

花ヌゴく公民館

消防2分間庁舎

グ 1881130~15持海岸町会事務所

H 18日 10~15時須賀海窪寺

1台湾19臼H>-'lB時 須賀公民吉宮

グ 19810~15時平塚保健所
※雨天でも行ないます。

璽軍手数料など

登録・ 1頭部f円(l年間有効〉

注封翁 1顕 230円 (6か月有効〉

塁塁の獄窓

演と映
自汚168 (金〉農薬会館

塁塁の帯血運動をナムめるために講演

と映習と怪談会のつどいがひらかれ

ます。平塚保健所の平塚市 e大磯町

ー二宮町の共問主鰻 a 多数来壌を歓

迎、入場焼事1。

軍軍講演・南砲事業の推進について

平塚保健所地区向血連絡協議会長

瀦上映・スライドー伎の役会科〈戯

応)、劇絞強力ラー図々しい!o.
聾量箆跨・ 9Fl16日午後 1時際業会館

一吉/1-10/31第 2飽ガン程度月鶴

(第 3種郵便物認可〉

してください。第 1留のときは受

け付けしません〕

瀦巡回接種臼程(第 1(jj]) 

古河19日 中原公民館八崎公民館

H 20日花水公民館

グ 21臼須資公民館松原公民館

s 228 鳶士見公民館

H 24日 見附台武道場

〈第 2図込四日程〉

10月 3臼 金自公民館土産量小学校

H 4臼 金問公民館岡崎公民富宮

霊豊田公民館

H 7日 !日閉之宮公民館

グ 8臼神田公民隠滅島公民館

H 118 中原公民館八幡公民館

H 12日花水公民館

グ 13日 須賀公民館松民主公民館

u 14日 富士克公箆富宮

11 15日 見附台Jil:i草場

※草間3思巡回は10月2ti8以 後 、 次 号

でお知らせします。

待問土墜/金EIl/関締/盟国/

吉沢/城島はl.J時出品時まで、そ

のほかの会場は13詩oO分から15時 l 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一
狂犬病予!坊と登録 |ます。 10月 5 日1O~12時大神公民館

盤巡回日程 H 5日13，..._.15時車中路公民館

衛生課と平塚保健所の手で、 41年度 110月 3臼10.........15時 i呂田之官公E望書官 u 5日印刷15時 中原公民館

第 2殴回の正王犬病予防主主討と犬の讃|グ 3白10，.........12時 糞土公民館 10月 5臼1日.-...<12時 城島公民童宮

録受貯付けをjうないます。愛犬手寝 9 3813，.......1乙時横内公民館 グ 5 日 13~15時重量回公民館
を持参のうえもよむの会場へ。生後 10月 4810~15時八時公民館 6日10.-.;1;':時間騎公民館

3か月以上の犬はすべて対象になり H 4 日1O~1と時神毘公民館 H 6日13，..._;15時金田公民館

8月から市内巡回で続けてきた鍵康診断は 9月 16日終了、

約6000入のレントゲン写真をとった。

昭和必至手 9Fl15日

イリモマヒ生ワケチン

館主主謀は、来月小鬼京ひ予防の生ワ

クチンの芯関投与な行ないます。該

当のお子さんをお持ちのお宅では、

母子手騒音持参のうえお近くの会場

へおこしください。

総理当児・ O~ B召和 11時 2月 1臼，.._Ii司

年自月30日苦，-c'こ生れた子(第 1砲

図)②昭和的年7仁j1 B~41年 1 月

318までにさ主れな子(第 2回毘〕

③砲手口 10年 4'可 1 日叫~O住 6 月 30臼

までに生まれ沿子ふ生後3か弓か

らみSかごすの鑓に 2回の長与が完了レ

ていない者。

瀦昼間程・・

10月17日金田公渓館土沢農協

H 188 沼公民館 議出公民館

H 19日 神田公民童宮[日OJ之宮公

民 謡

u 20臼 金旧公民館

11 21日須賀公民館

グ 22日 書富士見公民館

s 24白 八叫公民館中在京公民館

グ 25担 児約台武道場

磁1寺濁・各会議とも 13時刻分~15時

り72ji混合予紡接種

9弓12日から百四ぜ曹とゴブチリヤ

の湿合予防妥種をすすめています。

該当児をおi!iくの会場へおつれくだ

さい。

趨該当究・①第 1務昭和生白年II月 1
包からII年 5
子と生後 13主

い子(ことし3u苫接種〉

c;:第 2 弱昭和却年 II月 1 日 ~JO年

4月初臼までにさtれ昨年秋第 1翻
、;る子

③第3慰ヨ召和::i5年 4Jl2臼-36年
4月 1日までに生れ来年度小学校

へ入学するチ。(との第3期該当

者 は会場の惑をさげるため、第

2臨か第3白色屈の接種田を利用

(7) 

金

田

と
レ
の
収
獲
高
は
ま
ず
ま
ず
と
り
こ
と
。
平
塚
市
の

世
相
再
出
演
の
凶
器
以
上
官
占
め
関
係
農
家
で
は
、
も
宮
取
り
作
業
に

しい。

昨年ひらつか市て'324万円がょせられました/

世の中町不幸を声〈し、みんながしあわせであるように日

騒10月1日から全国いっせい/地区民生委員さんや奉仕買が戸別訪問します。ご協力を 出生か

者制作品即売会/悩祉施設

親子関係限立のため町福祉展/8赤採血車による献血

と無料且液判定/社会福祉施設の公言語と 1日所長、共
同耳金街頭写真!民主ど。

平塚市のミ士会福祉事業の須佐はどうなっている

のかー'楽しく ，iEしくみていただけます。

主4握・平塚市役会福祉協議会/平塚市/神奈川県共同募金会

平塚市支会/日本赤十字社神奈川
後援@神奈川
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金
問
地
区
は
靭
尚
早
く
か
ら
夕
方
濃

く
ま
で
喝
ダ
ン
プ
カ
ー
や
パ
ス
の
復

措
が
激
し
く
、
車
と
車
が
す
む
ぷ

5
と
吉
な
苧
は
遺
脱
出
い
っ
ぱ
い
と
な

り
、
と
て
も
品
掛
け
ま
せ
ん
脅
こ
の
た

め
小
学
生
は
時
閉
ま
か
つ
て
晶
、

遠
い
細
道
季
初
煎
さ
せ
て
い
ま
す
が

自
転
車
で
遊
学
す
る
中
学
生
は
適
当

宇
品
路
が
な
い
た
そ
県
獲
お

り
て
お
り
、
事
故
が
お
古
設
い
の
が

不
態
議
な
く
ら
い
で
す
。
安
全
に
通

学
が
で
哲
る
よ
う
、
道
路
の
繋
議
を

ぜ
ひ
。
》
ゆ
と
に
お
道
ぞ
緩
完
的
に
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
。

次
の
世
代
を
に
な
う
こ
ど
も
の
教

育
は
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。
家
認

に
お
け
る
教
育
稜
も
著
し
い
も
の
が

あ
り
、
続
た
ち
の
苦
労
も
な
み
た
い

で
は
あ
む
ま
せ
ん
。
義
務
教
育
時
閣
の

交
兄
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
と

く
に
お
考
え
い
た
だ
吉
た
い
も
の
と

地
震
の
み
な
さ
ん
が
の
ぞ
ん
で
い
ま

す。

金
百
同
@
綴
ユ
ザ
子
(
主
婦
)

市
庁
舎
は
り
っ
ぱ
に
完
成
し
て
耳

間
輔
の
名
所
の
感
が
あ
D
ま
す
が
、
生

活
保
殺
者
や
一
般
の
人
々
が
気
軽
に

い
っ
て
、
す
べ
て
を
相
談
で
吉
る
よ

う
局
知
し
て
ほ
し
い
と
患
い
ま
す
。

海
祉
事
務
所
で
救
済
の
対
象
と
な
ら

な
い
中
小
企
業
や
、
零
細
企
業
の
人

々
の
教
務
や
相
談
の
で
宮
る
事
務
所

が
必
嬰
で
す
。

出
陣
入
川
の
須
賀
川
閣
の
工
場
汚
水
は

ひ
ど
い
も
の
で
す
。
今
改
良
し
な
い

と
東
京
都
の
川
の
よ
う
に
な
り
ま
す

ま
た
、
こ
ど
も
た
ち
か
ら
奨
し
い
湾

と
蕗
を
う
ば
っ
た
人
々
は
、
こ
ど
も

に至る細い道が小殺のようにの

びている。水田は鼠色、必は議

池とJiiと海は青色で、広い績林

地1m'はすべて緑色にぬむつぶさ

れそれに松の木のかたちがたく

さん摺かれている。

言主吉田によると、江戸事事府が五

街道筋の絵図題作目立を行ったと

きのもので、分見出役8名とち
平塚宿平塚新宿の絵殴として 代主主江川の手代などの名が据わ

いまのところいちばんaいもの っているほか平家宿早塚新宿の

はここに掲げた享和 3年ClS03 役人たちの名がつらりとならん

)のものである。 ζれより古い でいる。絵星空部はよニ半開村(伊

ものをほしいと思うが発見され 勢原町の罵〉の吉三三郎、仕立断

定い。もっとも部分限には元禄!はf話内東仲町の成瀬清七となっ
ヒ頁のものなど数点をみうるがそ でいる。

れらによっては古い積場として 絵図をみると、東海道に沿っ

の平塚を知る事はできない。 て、お花水橋の傍と十八軒町の

この絵図の京本は平塚市役所 l 議際にそれぞれ見附(みつけ〉

に保帯されていたが昭和20缶 戦 が短かれている。、島問は積場の

争が激しくなって土木諜を平塚 入口両端に築いた双爆(そ5と

第一隠民学校へ府関したため問 う〕ぜある。

年 7月 18Elの戦火で校舎もろと また図惑には宇 fあざ〉を議

も焼失してしまったとい5こと いた小さな紙本Lが点々と貼って

である。それ故その前に国j本を ある。それらの中には現在全く

作成しておいた本番だけが替の 忘れられてしまったお地名など

おもかげを惚ぷ蜜重なものとな もあっておもしろい⑤

ってしまった。 この絵図はわが平塚市として

総践はタテ107型車ヨコ158密だ 貴重注5苦戦ぜあおばかむで主主

いたいを淡重量で書きそれに設色 く、街道文化資斜、経済史資制

した美しいものである。ほぽ中 としてもたいせつ君主ものでああ

央に太い朱告さで東海道が西から ととは申すまでもない。平塚郷

東に走り、それを幹として各地 土交寝所様。

平嫁F寄宿吉絵図

言寄瀬機器

ど
う
す
れ
ば
i

「
母
親
か
ら
ひ
吉
離
さ
れ
は
し

な
い
の
だ
一
と
い
う
安
心
感
を
与

談
窓
で
扱
っ
た
期
間
期
聞
か
ら
え
る
こ
と
℃
ナ
。
ひ
と
り
で
、
学

i
こ
ん
な
こ
ど
も
授
へ
行
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

教
室
の
入
り
口
百
母
親
と
子
ど
る
と
、
母
親
の
ほ
う
が
不
安
い
"
山
な

も
が
も
み
あ
っ
て
い
る
。
「
ひ
と
り
お
ま
え
て
よ
い
と
舎
に
ま
で
冷

p
で
は
い
ら
な
く
ち
ゃ
だ
唱
で
し
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
「
そ
ん
な

よ
。
」
「
宮
っ
と
U
か
え
に
来
る
と
だ
と
お
か
あ
さ
ん
ひ
と
D
で、

か
ら
ね
。
」
母
織
が
援
り
は
ら
お
濃
く
へ
一
行
っ
ち
ゃ
う
わ
よ
い
こ
れ

う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
こ
ど
も
は
で
は
、
こ
ど
も
は
ま
ず
ま
ず
不
安

し
が
み
つ
い
て
離
れ
な
い
。
に
な
る
ば
か
む
で
す
。
そ
の
区
咽

!
な
ぜ

1

1

「
こ
ん
ど
こ
そ
ひ
と

と
ど
も
は
出
産
か
ら
乃
泌
総
別
哨
鮒
総
警
り
ぜ
」
と
こ
ど
も
が

離
乳
へ
次
に
心
理
的
際
交
京
絞
舵
除
勧
怜
決
心
し
て
い
る
と
宮

乳
へ
と
し
だ
い
に
母
親
欝
ぜ
槻
護
審
に
、
、
起
に
な
っ
て

か
ら
綴
れ
て
成
長
し
て
綴
務
協
怜
鴻
作
為
口
出
し
し
た
立
こ

い
章
宏
す
。
分
離
に
は
輔
鱗
機
綴
織
磯
喰
費
ど
も
ど
う
し
の
割
問
界

市

安

が

つ

き

も

の

で

に

つ

い

て

い

っ

た

り

す
。
し
か
し
、
普
通
は
、
そ
れ
ま
し
ま
す
。

ぜ
に
母
続
か
ら
得
た
満
足
感
が
不
こ
ど
も
は
、
分
時
間
と
結
告
を
く

安
を
機
ア
役
目
脅
し
、
自
然
に
分
む
か
え
し
て
成
長
し
て
行
く
の
ぜ

離
ゼ
意
る
の
で
す
。
つ
ま

p
、
涼
す
。
こ
ど
も
を
よ
く
見
て
く
だ
さ

ん
却
の
と
き
に
本
当
に
涼
ん
幼
ら
い
。
い
っ
し
ょ
に
い
た
が
る
と
さ

し
く
か
わ
い
が
ら
れ
た
子
ど
も
だ
は
、
じ
ゅ
5
ぷ
ん
あ
ま
え
さ
せ
て

け
が
安
心
し
て
母
親
か
ら
離
れ
、
く
だ
さ
い
。
ひ
と
り
で
や
ろ
う
と

幼
和
開
制
へ
、
学
校
へ
、
友
だ
ち
の
す
る
と
宮
は
、
償
制
し
て
離
し
て

中
へ
と
は
い
っ
て
行
け
る
の
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
で
告
る
だ
け

ず
。
小
学
生
に
な
っ
て
も
母
親
か
の
強
い
母
親
を
持
て
ば
、
子
ど
も

ら
賎
れ
ら
れ
な
い
こ
ど
も
は
、
ま
も
安
心
し
て
母
と
シ
?
と
ふ
た
り
だ

だ
安
心
し
て
離
れ
ら
れ
る
だ
け
の
け
の
世
界
か
ら
出
て
行
け
る
で
し

澄
情
を
も
ら
っ
て
い
な
い
の
巴
す
よ
う
。
担
当
・
岡
田
掃
員

額脅 }j24臼(二七)告書寺3告分F主総合体育館前築会/

絡袴45分出発。盤コース・体育費喜一花水橋~巣

立林業試験場~林道4 持費南平(約ふ5キ百九

窃はきなれたくつを/後中電灯の用主まも。

務教事著書暴露重量惨事普務

{官憲ω3語喜喜一手事務費室内)
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